
網走ビール株式会社
事業計画名
地ビール製造充填ラインの無人化投資によるアジア圏等海外販売強化事業

クラフトビールの再燃が盛り上がる中、

その出荷量において全国上位に名を連ねている網走ビール株式会社。

国内最大級の展示商談会や海外輸出向け商談会でも多くの注目を集めている。

コスト削減と利益率向上を実現する省電力化と自動化への投資で

海外市場の拡大を図り売上増と利益率向上を実現した。

国内外への販路拡大を実現
無人化・全自動化システム導入により

網走の冬の風物詩「流氷」を仕込み
水に使用。 鮮やかなブルーが特徴的
な流氷ドラフト

瓶ビールの充填、ラベル貼り、ウェイトチェッカーの導入により、生産効率は３倍強になった
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Vision

　原料や製法にこだわり、小規模ならではの

個性で勝負するクラフトビール。展示商談会

に出展すると、海外バイヤーから好評で、海外では定番の「瓶ビー

ル」を中心に大量の注文を受ける。しかし、昔ながらの三釜式製造

で、充填やラベル貼りなどの工程は手作業で行うため、フル稼働を

続けてもニーズに対応するのが難しい状況であった。さらに人手不

足から商品開発やブランド化も進まない。同社の強みである発酵技

術や原料ブレンドのノウハウなどを生かしながらも、生産性を向上

させるためIoT導入に踏み切った。

開発動機

　生産プロセスを改善するため、主力商品

の瓶商品の製造工程について、無人化・全

自動化システムを導入したのは、円筒型容器（瓶タイプ）に特化し

た「ラベル貼り機」。瓶洗浄から充填、打栓を連続的に自動で行う

「充填機」は、同社の醸造能力と生産ラインに合わせて製造され

た特注品で、１時間に２０００本も製造できる。HACCPやGMPに

対応した計量・異物検査機「ウェイトチェッカー」により、動作来歴

やNG来歴、統計機能を備えているためトレーサビリティが向上。

さらに社内PCとのネットワーク化によるIoT機能を構築し、タブ

レット等でモニタリングが可能になった。

実施内容

　フル稼働しても１日当たりの生産量は

3000本に満たなかったが、生産ラインに無

人化・全自動化システムを導入したことで、１日１万本の製造が可

能になり、これまでの３倍強の生産効率化が適った。同時に生産

コストは78％も削減。売上高アップも見込めており、３年後には

20％増加を目指している。また、雑菌や異物混入などのリスクの

ある工程を機械化したこと

で、品質はより向上した。効

率化により従業員を商品企画

部門や営業部門と連携させ、

商品開発力も強化。今後は年

２〜３アイテムの新商品を発

売予定と、明るい見通しが立

てるようになった。

事業成果

アジア圏のみならず
欧米への展開も視野に

代表取締役社長　長岡 拓児 氏

　ブルーの「流氷ドラフト」をはじめ、グリーンの「知

床ドラフト」やピンクの「桜桃の雫」は、鮮やかな色

合いがインスタ映えすることから若者に人気のよう

です。海外バイヤーからの引き合いも上々。加熱処

理装置を導入しており、常温で保存・流通できるため

船便での輸出も可能なので、香港や台湾といったア

ジア圏はもとより、今後は欧米や南米への展開も考

えています。貯蔵タンクの増設、今回の無人化・全自

動化により、プライ

ベートブランドの企

画製造も進められま

す。今後も地元にこ

だわった商品を企画

し、網走のブランド

化にも貢献したいで

すね。

Company Data

網走ビール株式会社
TEL.0152-45-5100  FAX.0152-45-5101
http://www.takahasi.co.jp/beer/
住 所
代表者名
資 本 金
従業員数
設 立
事業内容

網走市南６条西２丁目２番地
代表取締役社長　長岡 拓児
1,000万円
20人（アルバイト含む）
平成10年9月
地ビール製造・販売
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網走ビールの特長といえる醸造法の三釜方式。ビールに深いコクや風味を与える

綿密な醸造計画によるフレッシュ・ローテー
ションを推進

網走産の大麦麦芽を使用した
「ABASHIRIプレミアムビール」
も好評

平成28年度補正　食品加工系 
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